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1. はじめに 
 火災旋風とは炎を伴った竜巻状の渦のことである。この旋風は大抵、

大規模な火災時に発生し、被害を増大させる要因となる。例えば、関

東大震災における死者 6万人のうち 3万 8000人は、陸軍被服廠跡で
の火災旋風で亡くなっている。この他にも世界中で火災旋風による被

害が報告されている。1)  
 近年、火災旋風についての形態や実験的あるいは数値的研究の進展

により、旋風の発生条件についてはある程度解明されてきた。しかし

移動型と呼ばれる複雑なタイプの火災旋風については、その構造が未

だに明らかでない。そこで本研究では、実験水路中に模擬的に移動型

火災旋風に似た流れを発生させ、画像解析により流速場の構造を検討

することにした。                    
 
2. 実験装置及び実験方法 
移動型火災旋風は、一般に火災域の周囲に一方向の風 
（一般風あるいは接近風）が吹くと、その風下に多く発 
生するといわれている。これは火災によって生じる上昇流       

が近接流に対して有効な障壁となりカルマン渦と類似した      

現象が生じたものといえる。                    

実験装置は、幅 50cm、高さ 50cm、長さ８ｍのアクリル       
製水路を用いた。接近流及び上昇流の流速は移動型渦が起こ

りやすい条件範囲の中から、表－１に設定した。火域の形状

は過去の事例から火災旋風が起こりやすいとされているコ

の字型の形状（縦 5cm横 5cm、幅 5cm）を採用した。地表
面粗度については断面 30×30mmの角材を火災域の上流側
に 10cm間隔に貼り付けることで安定した底面境界層を形
成するようにした。 
 流れの様子が、分かるように火災域の上流側からウォ－タ

－ブルーを注入した。そして、図－1のようにカメラを火災
域の上に固定し渦の様子を撮影し画像解析ソフト（ライブラ

リー社の Flow-vec32）を用いて流速場を測定した。 
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表－1 実験条件 
     

    

      

室

 30ｃｍ 

流速 5.91cm/s 

流速 8.50cm/s 

ノルズ数 2955 

 
図－1 実験装置
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(2) 1/15秒後 

(4) 3/15秒後 
 

 
 
 
 
 
                            
 
 
 

 
 
3. 実験結果及び考察 

図 2（１）～（６）は、底面（地表面）の流線ベクトルを 1/15秒間隔で示した図である。接近流は図の
下から上に向かって流れている。移動型渦が上昇流領域の下流側で形成されて（図－2の A）そのまま移
動していくことが見える。また、上昇流領域から、コの字の内側に向かい、上昇流と合流するような流れ

がとらえられている。このような挙動は、これまでも可視化実験で定性的には確認されていたが、今回は

これを定量的に確認することが可能となった。その詳細結果については発表当日報告したい。 
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図－2．底面（地表面）の流速ベクトルの時間変化 

(6) 5/15秒後 


